
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでの目標は高速道路下の大きな陰である。 有馬口から踏み切りまで線路際に歩道がある。踏切を渡るとあとは広くない車道を道なりに山王神社に向かう。 のんびりした田園風景、ところどころに山王神社への道標があるのでそれに従って歩く。高速道路の陰はすぐにわかる。夏は暑いので傘があったほうがよいかもしれない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでの目標は猪鼻小橋である。 高速道の真下で道が分岐しているが、橋を渡らず川の右岸の道を歩く。このあたりから木陰の道となる。川沿いの気持ちの良い道である。東山橋までは、古寺山の砂防堰堤工事のため大型車がくるときがあるで注意する。 東山橋あたりは川遊びの場所でもある。このあたりから逢山峡がはじまる。 東山橋を過ぎると道がのぼりになり谷が深くなる。途中、水道局への分岐があるが、迷うことはない。 猪鼻橋から下流を覗けば、猪鼻滝の上部が見える。橋を渡ったところに小さな広場がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでの目標はシュラインロード入口である。 猪鼻橋からは登り坂が峠まで続く。途中、仏谷、茶園谷への分岐があるので入らないようにする。 

猪鼻橋から考えないでまっすぐ行くと長尾谷の方へ行くので注意する。ここでは右に曲がる。 しばらく平坦な道を歩き、古寺山への分岐を過ぎ古寺橋への峠まではゆるい登りとなる。このあたりも紅葉が多い。 峠からシュラインロードの入口まではすぐである。 

峠をすぎるとゆるい下りになり猪鼻橋に出る。猪鼻橋付近は休憩に最適な場所である。 



 

 

 

ここでの目標は、六甲の別荘街にある地獄谷への道の分岐である。 シュラインロードは名の通り沢山の祠がある快適な道である。鳥居をくぐり、ドライブウェイを越える。 最初に登りがあるが、道は整備されている。祠の場所が旧道なのか、道から少し外れていることもある。 地図の三角点あたりをすぎると平坦になる。三角点といっても展望は良くない。踏み跡程度の道がある。 トタン張りの行者堂はすぐである。屋根もあり雨天時でも休憩ができる。 このあと道が良くなり、六甲の別荘街に入る。やがて左手に地獄谷分岐の小さな標識が見える。 



 

 

 

 

 

 

ヴォーリス山荘前から六甲高山植物園へ行く。 ヴォーリス山荘からなおもまっすぐ行くとゆるい登りで分岐に出るので、そのまま直進の山道に入る。山道はやや急な下りとなり、そのうちに池に出る。池沿いの道を行くとイノシシ柵がある。柵を出ればオルゴール館である。オルゴール館の前の沢沿いの木馬道を登れば、高山植物園の西入口の駐車場に出る。 

シュラインロードから目的地はヴォーリス山荘前。舗道からノースロードへは水平の山道になる。六甲山ホテルの裏にある阪急池から自動車道に抜けるのが記念碑台への近道である。トイレは自然保護センターを使うのが便利。 記念碑台の信号から六甲山小学校のやや細い舗道を通り、ゴルフ場との分岐を左に取り、道なりに行けば、自然とヴォーリス山荘前に出る。 



 

 

 

 

 

 

高山植物園から六甲ケーブルへ行く。 最初は車道を歩く。途中でゴルフ場へ行く山道が右に分岐する。車道と別れ、ほぼ水平に行くと別荘が１，２軒あり、なおも行くとゴルフ場のクラブハウスに出る。駐車場の手前、クラブハウスの脇を左に折れ、道なりにいく。途中ジグザクの階段があったりして下る。車道に出たなら、そのまま直進する方向の車道を行くとケーブル山上駅に出る。 


